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●国立情報学研究所「大学等におけるオンライン教育とデ
ジタル変革に関するサイバーシンポジウム」第49回

【発表】

教育DXの忘れ物
〜情報リテラシー教育の視点
からの問題提起～

講師 仁上幸治 （にかみ・こうじ)

学習院女子大学 図書館司書課程 非常勤講師
■2022年4月15日（金）10:30-12:55 (講演15分=12分+バッファ3分）
■主催： 国立情報学研究所

【0】はじめに

2

自己紹介

3

◼仁上幸治 (にかみ・こうじ)

◼図書館サービス計画研究所(トサケン)代表
◼元・帝京大学総合教育センター 准教授
◼元・早稲田大学図書館司書

◼非常勤講師（法政大学、亜細亜大学、東
京家政大学、桜美林大学、和光大学・玉
川大学、2018から日本女子大学、専修大
学、2019から学習院女子大学）

◼クサガメを室内放し飼い＋子猫＝共存(^^;

自己紹介
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◼動画１

5 6

7
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名刺

9

教育DXの忘れ物
～情報リテラシー教育の視点
からの問題提起～

10

情報リテラシー

レポート作成

アクティブラーニング

キーワード

11

【1】教育DXの現状認識

【2】問題提起

【3】授業評価

【4】まとめ

【5】質疑応答

発表内容

12

9 10

11 12



●NII「教育機関DXシンポ」：発表資料2-スライド／仁上幸治 2022年4月15日（金）

4

【1】教育DXの現状認識

13

3) 森田裕介「ポストコロナを見据えた大

学授業のデジタル変革」『大学教育と情
報』2021（1）,（174）, 5-9, 2021-06
https://www.juce.jp/LINK/journal/2104/pdf/02_02.pdf

14

◼オンデマンド

◼リアルタイム

◼ハイブリッド

長所短所の整理

15

同意！

16

13 14

15 16

https://www.juce.jp/LINK/journal/2104/pdf/02_02.pdf
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対面授業時代

参加型

双方向性

全面的資料共有（配付資料、授業記録動
画、提出レポート、アンケート結果等）

LMS（WebClass、manaba、G-Port等）

Googleドライブ

担当授業の工夫点

17

授業中

18

映画

ドラマ

CM

バラエティ

ニュース など

導入動画

19

グループディスカッション

20

17 18

19 20
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課題レポート1分プチ発表

21 22

『情報の達人』 （1講7分×10講）

23 24

21 22

23 24
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ミニレポート（7分）

25 26

27

配付

配付資料（全）

グループ名簿

授業記録動画

チャット集

授業後

28

25 26

27 28
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記入保管

授業参加記録シート

29 30

ウェブ回答

授業ふりかえりアンケート

31 32

29 30

31 32
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33

提出（プリントアウト→LMS）

課題レポート（次回前日19時締切）

34

オンライン化後

Zoom

チャット

LINEオープンチャット

35

1)教室内雰囲気づくり

顔出し強制不可状況でのコミュニケ
ーション不足

2)LMSの容量不足

動画共有に外部ドライブ必要

オンライン化後の要改善点2点

36

33 34

35 36
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【2】問題提起

37

情報リテラシー教育

◼探索・入手

◼整理・保存

◼読解・加工

◼表現・発信

★反復応用実践→身につくまで！

情報リテラシー（情報活用能力）

39

レポート作成の基本を教えているか
？

誰がどこで？

履修は任意か必修か？

学習成果は？

問題提起

40

37 38

39 40
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1)レポート作成の手順と方法

2)学術情報の生産・流通・消費のプ
ロセス

3)書式の重要性

3点の問題提起：

41

1)レポート作成の手順と方法

42

43 44

41 42

43 44
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◼ライブラリービデオシリーズ『情報
の達人』全３巻(DVD版33講）、紀
伊國屋書店、2007.2.28

◼★ビデオ・スライド・テキスト・ウェ
ブ資料の総合パッケージ

◼ [『情報の達 人』ホームページ]

45 46

47 48

45 46

47 48

http://www.kinokuniya.co.jp/01f/tatsujin/
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49 50

51 52
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53 54

55 56

53 54

55 56
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2)学術情報の生産・流通・消費のプロセス

57

読む

話す

書く

学術情報

58

種別

検索方法

学術情報の種類

59

図書館活用

データベース活用

資料探索ツール

60

57 58

59 60
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図書館情報資源の種類

国立国会図書館

61

今日のテーマ
爆笑問題のニッポンの教養-

FILE091：「No Books, No Life」
NHK 2009.11.10, 23:00-23:30放送
.

62

国立国会図書館

◼どこがすごい

◼どう使える

◼行ってみたい？
63

図書館情報資源の種類

納本制度に基づく日本
最大の図書館を知る
～新刊図書から豆本、発禁本
、マンガ、貴重書、博士論文、
点字・録音図書まで～

64

＃05

61 62

63 64
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65 66

67 68

65 66

67 68
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様々な資料
形態
内容
用途
など

69 70

71

図書検索

72

69 70

71 72
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網羅的

洩れ

ノイズ

文献調査

73

件名

74

75 76

73 74

75 76
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77

グラフィカル表示

79 80

77 78

79 80
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論文検索

81 82

学生が読めない

シーニー

!?

《CiNii》

83 84

81 82

83 84
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85

CiNii（NII学術情報ナビゲータ[サイニィ]）

サイニィ

CiNii全般 - CiNiiについて
https://support.nii.ac.jp/ja/cinii/cinii_outline

86

余談失礼

(^^;

87

3)書式の重要性

88

85 86

87 88

https://support.nii.ac.jp/ja/cinii/cinii_outline


●NII「教育機関DXシンポ」：発表資料2-スライド／仁上幸治 2022年4月15日（金）

23

レポートの体裁

書誌事項

引用

注

書式

89

書式の自己流をやめて、指定
に合わせて柔軟に変更できる
力を養う

90

学会投稿規定

日本図書館情報学会誌-投稿規程

91

「執筆要綱」

92

89 90

91 92
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93 94

95

ミニレポート添削

本文の構造化

・記述内容の予告

・内容と項目数

96

93 94

95 96
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97

100

課題レポート添削

A4判 1枚

1,000字程度

形式：見本どおり

次回、プチ発表1分間

97 98

99 100
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101 102

良い例・悪い例

103

101 102

103 104
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105 106

107 108
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個別の指導・添削

自己流

109

【3】授業評価

110

（受講生の記述から）

仁上全担当科目

自主実施

記名式

数値＋記述

自主公開

111

2009年度

◼対面授業

112

109 110

111 112
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◼「今までレポート等の正しい書き
方と言うものを、ライフデザイン
の授業や文章表現の授業などで
は学んでこなかったので、とても
ためになる内容でした」

113

◼「寝ないで最後まで集中していたと
いう点は自分でも驚き」

◼「このレポート本当に俺が書いたの
？と自分で思うほどホントに成長し
た」

◼「自分から意欲的に勉強したいと思
ったことが私の一番の成長」など。

114

◼「とても授業作りが工夫されてい
ると感じた。一人の先生がずっと
教科書を読んでいたり、黒板に
書き続けたりする授業よりも、よ
っぽど興味を持って積極的に取
り組むことのできる授業だった」

115

◼「図書館の授業であることを忘れ
るほどの新鮮さを感じた。こうい
ったシステムの授業は 1 年生の
うちにしたかった」

116

113 114

115 116
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◼オンライン授業

2020年度

117 118

授業の良かった点

5点満点平均値は4.26点

授業満足度評価

119

◼「第一に、教材や資料の工夫である。
学生が興味を持ち理解できるよう工
夫しているということが伝わってきた。
第二に、教授が学生に熱意をもっても
らおうとしている点である。学生同士
の意見交換の機会を豊富に設ける。
全体で意見を交換する機会を設ける
など、熱意をもって取り組むほど学び
の深まる機会を多く設けていた」

（1）設計と運営全般

120

117 118

119 120
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◼「時に画像や映像を用いて、授業
内容を細かく丁寧に説明していたと
思う。オンライン授業の中では、と
ても丁寧な授業設計であった。スラ
イドの授業後配布もとても役立った
」

121

◼「「ふりかえりアンケート」を使用し、
毎回の授業ごとに受講生の意見を
取り入れていく授業方法が新鮮で
素晴らしかった。」

122

◼「適度なリラックス要素があった点」

◼「膨大な量の資料を毎回作ってくだ
さって準備していたこと。熱意が伝
わってきた」

◼「たまにワカメが見れて良かった」

123

◼「これまで履修してきた授業では、
レポートの形式が指定されることが
少なかったので、自分のできる範
囲で分かりやすいレポートを作成し
ていた。しかし、情報の達人は勿論
だが先生が熱心に指導してくださっ
た。感謝したい」

（2）レポート作成法

124

121 122

123 124
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◼「『情報の達人』からレポート作成の
力が身についた。図書館資料の活
用や、レポート作成の10のステップ
を教わった。格段にレポート技術が
上がった」

◼「レポート添削があったことである。
自分のものはもちろん、他の人のも
のも参考になった」

125

基礎教養教育の課題

126

◼「司書課程だけにとどまらず、情報
探索の仕方等を生徒全体に広める
べき」

（1）情報リテラシー教育の統合的体系化

127

◼「グループディスカッションや討論は
他の授業では行ったことが無かっ
たため、とても新鮮であり、他の授
業でも取り入れるべき」

◼「特にこうしたスキルを教える授業
は少ないため、とても有益に感じた
学生が多いと思う」

128

125 126

127 128
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◼「これまで履修してきた授業では、レ
ポートの形式が指定されることが少な
かった」

◼「Wordの扱いについて学ぶ授業はあ
ったが、レポートを書くには不十分で
あったため、レポートを書くために必
要な知識･技能を学ぶ機会をさらに増
やしていくことが重要だ」

（2）レポート作成法の必修化

129

◼「大学側でレポートの書き方につい
てきちんと教えてほしい。分野ごと
に教えればなおよい」

130

◼「レポートの書き方を細かく教えてく
れる授業は少なかった。図書館の
活用とはあまりリンクしていなかっ
た」

131

◼「司書課程を取らなければレポートの
書き方や資料検索の方法について学
べないという点は改善すべき」

◼「大学入学時の配布資料に『情報の
達人』を含ませるなどの対応をすべき
。初めてレポートを書き、添削もあまり
されない講義ばかり取っている学生
の力が伸びることが無いということも
防げると考える」

132

129 130

131 132
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◼ 「資料収集の知識だ。論文の資料探しす
ら満足にできていなかったころに比べると
、資料の探し方から資料の種類まで、知
識を習得できた」

◼ 「情報源の種類について理解した点であ
る。図書、雑誌、新聞、視聴覚資料、電子
資料など様々な媒体に分かれており、資
料の特性を把握したうえで、目的に応じて
媒体を使い分けることの重要性を学んだ」

（3）図書館活用法の授業内指導

133

◼「書籍の検索技術が向上した点で
ある。キーワード検索しか今まで使
ってこなかったが、件名検索などの
方法を知ったことで技術面におい
て成長した」

134

◼「私は大学で提携している無料で
使えるデータベースについてこの
授業で初めて知り利用したのだが
、知っている学生はかなり少ないと
思うので、もっと大々的にこのデー
タベースを学生に周知させると良い
のではないか」

（4）データベース活用法の段階的反復指導

135

担当教員による自主実施

大学による公式実施

授業評価

136

133 134

135 136
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◼全学生対象

◼匿名式

◼報告書

平均・分布は公開

個別授業は本人配付のみ

全体非公開；；

大学による公式授業評価

137

非公開の壁

138

ホンネは裏サイトに？
◼みんなのキャンパス 授業評価

http://campus.nikki.ne.jp/

◼鬼仏表

http://www.kibutu.com/

学生による授業評価裏サイト？

140

137 138

139 140

http://campus.nikki.ne.jp/
http://www.kibutu.com/


●NII「教育機関DXシンポ」：発表資料2-スライド／仁上幸治 2022年4月15日（金）

36

141 142

143

授業改善情報共有サイト

144

141 142

143 144
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145

4） 新型コロナのインパクトを受け、

大学教員は何をすべきか、何をした
いかについて知恵と情報を共有する
グループ（公開グループ メンバー2.1

万人）: 
https://www.facebook.com/groups/14694018

0042907/

146

147

5) 「アクティブラーニングの失敗談を
共有しよう」ワークショップ 3/26 開催
報告と振り返り 2022年3月27日 Lui 

Yoshida Lab 
https://edulab.t.u-tokyo.ac.jp/2022-03-26-report-al-

experience-sharing/

148

145 146

147 148

https://www.facebook.com/groups/146940180042907/
https://edulab.t.u-tokyo.ac.jp/2022-03-26-report-al-experience-sharing/
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149

【4】まとめ

150

教育DXの忘れ物
～情報リテラシー教育の視点
からの問題提起～

151

レポート作成法指導の弱点

1)手順と方法

2)学術情報の生産・流通・消費のプ
ロセス

3)書式

問題提起まとめ

152

149 150

151 152
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教育DXの忘れ物を取り戻せば

大学教育の革命

!?

結論

153

レジュメ

スライド（配付用）

配付資料

154

批判

アドバイス
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●国立情報学研究所「大学等におけるオンライン教育とデ
ジタル変革に関するサイバーシンポジウム」第49回

【講演】

教育DXの忘れ物
〜情報リテラシー教育の視点
からの問題提起～

講師 仁上幸治 （にかみ・こうじ)

学習院女子大学 図書館司書課程 非常勤講師
■2022年4月15日（金）10:30-12:55 (講演15分=12分+バッファ3分）
■主催： 国立情報学研究所
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●大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム「教育機関 DX シンポ」：発表資料-1 2022年 4 月 15 日（金） 

■開催日時：2022年 4月 15日（金）10:30-12:30＋ディスカッション 12:35-12:55 
■主催：国立情報学研究所 大学の情報環境のあり方検討会 

8.一般発表③ 12:05-12:20 

 

教育DXの忘れ物 
～情報リテラシー教育の視点からの問題提起～ 

 
 

仁上幸治（にかみ・こうじ） 

学習院女子大学 図書館司書課程 非常勤講師 

概要 
教育 DX について、情報リテラシー教育の視点からレポート作成法の指導強化策として 3 点
の問題提起を行う。 
第一に、レポート作成の手順と方法。アクティブラーニングの前提として、情報の探索・収集・
整理・読解・加工・表現という一連の作業をこなせるだけの知識・技能が必須である。 
第二に、学術情報の生産・流通・消費のプロセス。特に図書館活用法とデータベース検索法
については反復応用の機会を多くの授業で設けることが検索力向上に有効である。 
第三に、書式の重要性。レポートの体裁や書誌事項、引用、注のルールの理解と書式編集力
が不足したまま自己流で通している学生が多すぎる。個別の指導・添削が必要である。 
 

 
【1】講演情報 
●大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム「教育機関 DXシンポ」 
開催日時：2022年 4月 15日（金）10:30-12:30 
主催：国立情報学研究所 大学の情報環境のあり方検討会 
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/#edx49 
https://www.facebook.com/groups/736186110347976 
 
【2】講師情報 
略歴、論文、講演等の業績は下記ホームページにて公開。 
・仁上幸治ホームページ： http://sites.google.com/site/nikamik23/ 
・仁上幸治全著作（全文）： http://sites.google.com/site/nikamik23/works/ 
・仁上幸治授業評価報告： http://sites.google.com/site/nikamik23/class-evaluation 
 
■仁上幸治（にかみ・こうじ） 
nikamik23(*)gmail.com  (*)は@に置き換え 
http://sites.google.com/site/nikamik23 
■図書館サービス計画研究所（トサケン）代表 
http://sites.google.com/site/tosaken23 
■Facebook: 
https://www.facebook.com/koji.nikami.10 
(友達申請の際はメッセージを添えてください) 
 

https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/#edx49
https://www.facebook.com/groups/736186110347976
http://sites.google.com/site/nikamik23/
http://sites.google.com/site/nikamik23/works/
http://sites.google.com/site/nikamik23/class-evaluation
http://sites.google.com/site/nikamik23
http://sites.google.com/site/tosaken23
https://www.facebook.com/koji.nikami.10
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【3】参考資料 
（ウェブ資料の確認日：2022.4.11） 
 
1）授業実践報告として、以下の論文を参照。全文は著者ホームページにて公開中。 
・ 仁上幸治「司書課程の社会的評価の向上を目指す切り札－情報検索演習における「受講生による授業
評価」の集計結果報告－」『法政大学教職資格課程年報』（法政大学キャリアデザイン学部紀要別冊）vol.1、
2003年度、2004.3.30、pp.66-76. 
・ 仁上幸治「情報リテラシー底上げ奮戦記－自習時間ほぼゼロ学生のための論文・プレゼン指導－」『帝京
大学総合教育センター論集』（2）, 2011.3, pp.83-105. 
・ 仁上幸治「情報リテラシー教育を担う小中学校教員をいかに養成するか－教職志望学生の徹底改造を目
指す司書教諭科目からの提言－」『帝京大学総合教育センター論集』（5）, 2013, 2014.3, pp.69-93. 
・ 仁上幸治「マルチメディアのフル活用による双方向授業の試み－スライドショー、映像教材、ファイル配
布・提出、アンケートの各システムを使い切る－」『帝京大学情報処理センター年報』（13）, 2011.3.31, pp.77-
91. 
・ 仁上幸治「情報メディアは作ってみればわかる－メディアリテラシー指導のプロ教師を育てる授業の工夫
－」『帝京大学情報処理センター年報』（16）, 2013, 2014.3.31（7.26刊行）, pp.95-109. 
・ 仁上幸治「通信教育における図書館司書課程カリキュラムの問題点と改善案―情報サービス演習科目受
講生の声にもとづく授業改善に向けて―」『玉川大学教育学部紀要』2015, 2016.3, pp.171-194. 
・ 仁上幸治「専門資格は情報リテラシーの質を保証できるか―司書課程科目「情報サービス論」受講生の読
み書き話す能力に見る大学基礎教養教育の課題―」『和光大学表現学部紀要』17（2016）, 2017.3, pp.63-
84. 
・ 仁上幸治「レポート作成法は大学生の常識になっているか～司書課程科目「図書館情報資源論」受講生
の授業評価に見る大学基礎教養教育の課題～」『家政経済学論叢』(57), 2021-12, pp19-77 (日本女子大学
家政経済学会) https://drive.google.com/file/d/18cskU1c_yyMRENAgJbaRkGdX8sa0UOYH/view 
 
2) ライブラリービデオシリーズ『情報の達人』全３巻（DVD 版）、紀伊國屋書店、2007.2.（仁上幸治・野末俊
比古監修）: https://www.kinokuniya.co.jp/01f/tatsujin/ 
 
3） 森田裕介「ポストコロナを見据えた大学授業のデジタル変革」『大学教育と情報』2021（1）,（174）, 5-9, 
2021-06 https://www.juce.jp/LINK/journal/2104/pdf/02_02.pdf 
 
4） 授業改善情報共有サイト 
・新型コロナのインパクトを受け、大学教員は何をすべきか、何をしたいかについて知恵と情報を共有するグ
ループ（公開グループ メンバー2.1万人）: https://www.facebook.com/groups/146940180042907/ 
・ 「アクティブラーニングの失敗談を共有しよう」ワークショップ 3/26 開催報告と振り返り 2022年 3月 27日 
Lui Yoshida Lab https://edulab.t.u-tokyo.ac.jp/2022-03-26-report-al-experience-sharing/ 
 
5)学生による授業評価裏サイト？ 
・みんなのキャンパス 授業評価 
http://campus.nikki.ne.jp/ 
・鬼仏表 
http://www.kibutu.com/ 
 

以上（配付資料／2022.4.14 作成）■□■
 

https://drive.google.com/file/d/18cskU1c_yyMRENAgJbaRkGdX8sa0UOYH/view
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https://www.juce.jp/LINK/journal/2104/pdf/02_02.pdf
https://www.facebook.com/groups/146940180042907/
https://edulab.t.u-tokyo.ac.jp/2022-03-26-report-al-experience-sharing/
http://campus.nikki.ne.jp/
http://www.kibutu.com/
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